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法人理念 

【 ミッション 】 

私たちは、自閉症を中心とした知的障がい者の 

 明るい未来を開くため、総力を上げて支援を行います。 

 

 

【 ビジョン 】 

 豊かな自然の中で、社会に生きる障がい者の 

良きパートナー（隣人）として、利用者とともに歩み続けます。 

 

 

【利用者支援の基本方針】 

 

いすみ学園は、大人として社会に生きる人間形成を目ざし、次の事項を利用者支援の基本

方針とする。又、高齢虚弱化などの課題に対してもミッションの「明るい未来を開くため…」

の取り組みとしてソフト・ハード両面を推進強化していく。 

 

Ⅰ 豊かな暮らしをつくる 

入所施設は「集団生活」という制約のもとにあるが、「優しさと思いやり」の心情を

大切にしていくと共に、余暇支援や文化的活動を通じて、豊かな暮らしづくりに貢献し

ていく。 

 

Ⅱ 地域社会との共存 

福祉施設は地域社会の一部を構成するものであり、地域住民とのふれ合いの中で 

 生活することが本来的な姿である。 

このため、日常生活を基本として、職場実習及び行事などを通じ、地域社会との 

連携を深めるものとする。 

 

Ⅲ 意思決定の尊重 

    日常生活や社会生活に関して自らの意思を決定・表明することが難しい利用者で 

も、一人一人には「自分の事は自分で決めたい」との思いがあり、我々はその思いを

できる限り尊重して、反映できるように意思決定支援に努めるものとする。   
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Ⅳ 幸せな老いを迎えるために 

   学園における利用者支援も４０年を超えることとなり、利用者の老いやターミナル

ケアを意識せざるを得ないことが常態化しつつある。そのような中、共に暮らす仲間と

して利用者の「幸せな老い」とは何かを追求していく。 

 

 

いすみ学園 各事業概要  

（令 8.４.１） 

［各事業の定員と現員数］  

 

 

 

［年齢構成］ 

施設入所支援（51名）                     

 ～29 30～39 40～49 50～59 60～65 66～ 人数計 平均年

齢 

男性 １ １ 8 17 2 4 33 54.8歳 

女性 0 0 3 7 3 5 18 59.6歳 

①  最少年齢〔男性 21歳・女性 46歳〕 ② 最高年齢〔男性 72歳・女性 76歳〕 

 

 

生活介護（60名）                     

 ～29 30～39 40～49 50～59 60～65 66～ 人数計 平均年齢 

男性 1 3 9 17 2 5 37 53.9歳 

女性 0 1 4 7 5 6 23 59.0歳 

①  最少年齢〔男性 21歳・女性 33歳〕 ② 最高年齢〔男性 72歳・女性 81歳〕 

 

  

 

 

事業区分 定員 現員   

施設入所支援 ５２ ５１ 

生活介護（上記を含む） ６０ ６０ 

短期入所   ４   ２ 

共同生活援助（ＧＨ） １２ １０ 
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 共同生活援助 (10名)（生活介護 4名を含む為、上記と重複する）  

 ～29 30～39 40～49 50～59 60～65 66～ 人数計 平均年齢 

男性  0  0  0  1  3 1 5 64.0歳 

女性  0  0  0  2  2  １ 5 63.8歳 

①  最少年齢〔男性 59歳・女性 51歳〕 ② 最高年齢〔男性 72歳・女性 81歳〕 

 

 

 

［障がい支援区分］ 

                        (名) 

 区分

１ 

区分

２ 

区分

３ 

区分

４ 

区分

５ 

区分６ 平均区分 

施設入所（5名） 0 0 0 0 6 45 5.9 

生活介護（6名） 0 0 0 3 8 49 5.8 

共同生活援助 0 0 １ 6 3 0 4.2 

※ 共同生活援助利用者で 4名は生活介護者に重掲。 

 

 

［短期入所利用者］ 

 

 性別 年齢 支援区分 利用開始日 利用期間 

1 T・T 男  32 6 R 2年 11月１日～ 5年 5ヶ月 

2 K・Y 女 32 6 R 4年 1月 12日～ 4年 2ヶ月 

3      不定期 

4      不定期 
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 職員配置 

  

 

・施設長                 １名 

・事務職                 ３名 

・サービス管理責任者          １名 

       ・支援員（兼務・準職も含む）       40名（常勤換算 37.5名） 

・看護師                ２名            

・栄養士                １名 

・医師                 ２名（嘱託） 

・ＧＨサービス管理責任者(兼務)     １名 

・GH寮長（準職も含む）          ２名 

・GH寮長補助(準職も含む)        ４名 

       ・GH支援員(準職も含む)         ４名（常勤換算 2.2名） 
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【１】令和８年度に向けて 

 

 令和７年は戦後８０年を迎えた年であり、惨禍を極めた第２次世界大戦の記憶も薄れゆ

く中、平和への誓いを新たにした年であった。また政治においては憲政史上初となる女性

総理の誕生を迎えることにもなった。女性閣僚の登用は期待したほどではなかったにせ

よ、日本においても女性リーダーの活躍を予感させることとなった。 

 学園では第１次中期事業計画５年間のとりまとめも実施した。その骨子であった新棟建

設については諸般の事情により中止を余儀なくすることとなったが、要である利用者支援

に関してはほぼ計画通りに進めることができた。今年度に関しては第２次中期事業計画の

初年度にもなり、気持ちを新たに進めていくこととなる。 

 ハード面に関しては大規模修繕の基礎計画を立てていくこととなる。利用者の住空間を

快適にすると共に、職員にとっても仕事しやすい職場環境の構築を目指す。また「自活訓

練棟」に関する基礎的な考え方も今年度中に固めたい。 

 つぎに虐待防止・身体拘束適正化への対策であるが、学園では行政から指摘される以前

より取り組みを開始している。とはいえ、国連からの指摘の影響を踏まえて、より重層的

に関与を継続していく必要がある。職員全体への意見聴取と毎月の会議開催を目指す。 

 「地域移行」への方針は入所施設の重要性を認識しつつも地域福祉に重点を移してい

る。学園では自活訓練棟を設けて、GH を中心に地域移行を進めてきた実績がある。今年

度は令和７年４月の聞き取り調査の結果を踏まえ、具体的に入所利用者の移行を目指す。

また地域連携推進会議も実施する。 

 防災対策並びに BCP にも注力していく。日本は地震大国の名にふさわしく、震度６か

ら７ほどの甚大被害をもたらす巨大地震の懸念がある中、利用者の命を守る方策と事業所

を安定して運営する BCP は必須である。学園でもすでに災害への準備と BCP の改訂は毎

年されているが、より有機的かつ効果的に運用されるようにしていくと共に感染症に対す

る取り組みも強化する。 
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【２】心豊かな暮らしをつくる 

  

学園創設当初の発達障害者福祉において、「こころの発達」に視点を置いた療育という実

践は全国的にも稀少なことであったと思われる。学園の理念的支柱である小杉長平先生、

池田太郎先生、十亀史郎先生は共に「こころの発達」が重要であると説いている。爾来 40

有余年にわたって利用者の年齢に合わせた支援を展開してきた。現在成年期、老年期を迎

えつつある利用者たちにふさわしい「こころの発達」を目指していく。 

 

１．クラブ活動 

クラブ活動は月 2 回の会議日として、他の週末は休日余暇を継続する。実施内容につ

いては、サービス点検委員会が検証して提言する。 

（１）ウォーキングクラブ 

園外散歩を通じて季節を感じながら体を動かす時間を持つ。雨天時や気候の厳しい夏

季・冬季は体育館を使い、運動量を確保する。 

（２）スイミングクラブ 

地域の室内プールを拠点として、利用者が楽しく活動できるように支援する。感染症

対策期間は、代替えプログラムを年間計画書の中に組み入れる。 

（３）自転車クラブ 

園内サイクリングを中心に、地域のサイクリングロードでの活動も行う。雨天時や気

候の厳しい夏期・冬季は代替えプログラムを年間計画書の中に組み入れる。 

（４）茶道クラブ 

お点前を通じて、心豊かに楽しめる時間を支援する。外部講師を招き、技術向上を目

指す。学園際でお茶席を設ける他、学園外のお茶会への参加なども行う。 

（５）陶芸クラブ 

作品作りを楽しむと同時に、学園祭や作品展での販売を行う。外部講師を招き、技術

向上を目指す。利用者個々の興味に応じた制作を支援する。 

（６）卓球クラブ 

体育館を使い、安定した活動を支援する。活動内容に高齢虚弱者対策を盛り込み、利

用者が楽しみながら技術を高められるように援助する。 

（７）悠々クラブ 

デイルームでの活動を中心として、音楽や映像・ゲーム等、個々の好みに合わせた活

動を提供することで、利用者がいきいきと参加出来るように支援する。 

（８）太鼓クラブ 

保護者会から寄贈された太鼓を使って、リズムや音楽に合わせて太鼓を楽しむ。各種

学園行事等で披露できるように進めていく。 
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２．絵画教室 

 毎月１度小滝先生をお招きして実施している。利用者特有の表現方法を上手に引き出し

てくれ、個性的な作品作りがされている。利用者も楽しみにしており、毎回参加希望の

調整が大変なくらいである。今年度も引き続き風川美術館の展示を主に作品展への参加

も行っていく。 

 

３．マイサポート 

 学園独自の外出余暇支援として定着していて、利用者個々のニーズに応える大切な機会

でもある。感染症対策を継続しつつ計画的な利用を図っていく。 

 

４．ボランティア 

 福祉施設にとってボランティアは第三者的な視点を取り入れる意味も含めて非常に有用

である。槇の里祭における行事ボランティアは多いものの生活介護時間における活用が

求められる。積極的なボランティア受け入れを図っていく。 

 

５．いすみ学園三大行事 

（１）槇の里祭 

昨年度は荒天の中であったが、お客様もたくさん見えられて盛況のうちに終えることが

できた。今年度も人と人との絆を大切にして、ボランティアや地域の団体・施設等の協

力が得られるように取り進めていく。 

（２）一泊旅行 

1 泊旅行は利用者がもっとも楽しみとしている行事の一つである。旅行のあり方に関し

ては作業班ごとの個別性に配慮が必要ではあるが、今年度も利用者の意思を尊重した内

容を主任会で検討して職員会議で提案する。 

（３）夏祭り 

 夏を彩る風物詩として学園創設以来大切にされてきた行事の一つである。色とりどりの

浴衣や甚平に着替えて盆踊りを楽しむことは、踊りの練習も含めて楽しい生活体験の一

部となっている。保護者会から寄贈された太鼓の演奏なども利用者の楽しみにつながっ

ており、今年度も進めて行く。 

 

６．作品展、販売会 

 生き活き展に代表される各種作品展、販売会にも積極的に関与していく。販売を目的た

した経路の拡大を目指していく。 
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７．行事 

（１）誕生会 

毎月 1 回（原則職員会議日の土曜日）の昼食時に該当月の誕生者を全員で祝う。 

（２）ボーナス外出 

作業収益金還元の一つとして、６月と 12 月にボーナスを支給して、作業班ごとに「共に

働く仲間と一緒に労をねぎらう」一日を支援する。学園では永らく利用者にとって定着

した行事であり、今年度も感染症対策とは付き合いつつ進めていく。 

（３）歌の祭典 

冬を代表する行事として永らく利用者に愛されてきた。昨年度は「紅白歌合戦」として

実施し、応援合戦も含めて全体で楽しむことにつながった。今年度も利用者全員が参加

できる行事として企画していく。 

（４）クリスマス忘年会 

 クリスマスの雰囲気を重んじながら、大切な仲間たちと一年を振り返ることができる機

会として取り組んで行く。 

（５）餅つき大会 

 一年を締めくくる行事として全員参加で実施する。 

（６）夜桜見学会 

 園内の桜見物は利用者が季節を感じるイベントとして永く行われている。また地域にお

いても学園の桜の見事さは定評があり、度々見学に訪れる方も見られている。地域貢献

の一つとして夜桜見学会を実施し、地域の方たちに広く楽しんで頂く機会とする。 

 

【 3 】働く機会を確保すること 

 

すべての利用者は、彼らの適性と地域社会との連携に配慮した生産活動への参加を通

し、大人として働く喜びを育み成長を促進することを基本とする。 

 

◎生活介護 

生活介護の具体的なサービス内容は、主に日中における食事・入浴・排泄・移乗といっ

た身体介護を中心に、創作活動や生産活動の機会の提供といえる。更には身体機能や生

活能力の維持のために必要な援助も必要で、近年の学園の取り組みは大きく分けて特産

品等の生産を目的とする編成と、高齢虚弱化に伴う機能維持を目的とする編成となって

いる。今年度も全体のバランスを考慮しつつ、個々に応じた内容で進めていく。 
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〇作業班  

（１）万木工舎 

介護的支援を必要とする利用者で編成した班。身体機能維持に向けた運動支援（毎月 1

回、理学療法士が来園し、支援内容をアドバイス）を中心に、ADL 全般への支援を行

う。日中の介護浴を有効活用する。 

（２）文化活動班 

運動支援を行うと共に、絵画（切り絵も含む）や陶芸などと言った文化活動も組み入れ

ていく。 

（３）石鹸班 

給食センターなどの廃油を再利用して、固形石鹸や液体石鹸を作る。石鹸が製品になる

工程においては、必ず利用者の手が加わっていることを大切にしている。また高齢虚弱

者対策として、ウォーキングを中心に運動する時間を取り入れている 

（４）外作業班 

「広域農道植栽事業」「万木城址環境整備事」を中心に、花作りや野菜作りを継続す

る。また、学園内の環境整備も行う。なお、夏場の猛暑対策へは計画的に対応する。 

（５）地域活動班 

 地域での委託作業を始めとして、基本的に収益が期待できる環境の中で労働を実施して

いく。可能であればグループ実習と同程度の実習へとつなげていく。 

（６）食品加工班 

安定した品質と販売量を保ち、生産性を追求し納品先の開拓や販売経路の確保・拡大

等、新たな商品の売り込みを続けて行く。また、外部への PR は、HP や SNS 等も利用

し、発展させる。     

（７）グループ実習班 

今年度も(株)西川との関係を大切に、外部で働く事での社会性を育んでいく。又グルー

プ実習班を後世へ繋げる為に、体験実習を活用し若手利用者の育成を進めていく。 

(８) 体験異動 

従来の目的に加え、病気・怪我等も含めて回復までの期間、適した作業班への移動を支

援する。 

 

【4】地域社会との連携 

 地域福祉というキーワードは、かつては在宅福祉と同一視されていたが、現在では自治

体や地域住民、民間団体が連携しながら地域を単位として行う福祉活動を指していて、

地域共生という意味合いが強い。このような社会的要請の中で、学園には「入所施設」

としての役割に加えて、地域の福祉を支える機能と役割があるということも伝えていき

たい。 
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１．短期入所・日中一時支援 

短期入所は東京都からの利用希望が多いが、近隣の市町村在住の方々からの希望もあ

り、日程調整をしながら東京都・千葉県それぞれから受け入れを行っている。短期入所

後の居場所確保などもあり、調整を続けながら長期になるケースも多い。今後も入所施

設の力を地域に還元できるように、協力していきたい。また、在宅利用者の地域生活を

支援するうえで日中一時支援は大きな役割を果たしており、可能な限り受け入れてい

く。 

 

２．強度行動障害者の受入れ 

 発達障害者に係る事業は様々に発展を見せているが、強度行動障害者に対する受け入れ

は現状でも立ち遅れている領域である。学園はもともと「あすなろ学園」卒業後に行先の

ない自閉症者の受入れを目的として立ち上げられた経緯もある。本人はもとより家族の苦

境に助けの手を入れることは法人の目的にも合致する。また細分化され系統的になりつつ

ある行動障害対策への職員の研鑽にも寄与することにもなる。可能な限りこの領域への協

力を進めていく。 

 

３．グループホーム 

グループホーム利用者１０名は、生活介護、就労などの日中活動に参加している。いす

み学園はバックアップ施設として、生活全般を支えている。個々の課題に対応するとと

もに、就労支援委員会・生活余暇委員会・地域支援委員会など、様々な方向から支援を

行い、生活の維持とさらなる充実を目指していく。ケア会議や支援会議等で情報を共有

し、課題については解決を図っていく。近年は利用者の高齢化が進んでおり、今後に向

けた対策が必要な状況である。また、地域移行に関連した体験利用等への対応など、

様々な支援も求められている。昨年度も建物の老朽化に対応して大小の修理や整備を行

っているが、今後も必要に合わせて対応していく。 

 

４．地域移行 

地域移行への取り組みは、重要で難しい課題である。保護者より利用者の終の棲家とし 

た期待を受けているが、利用者への支援のひとつとして、地域移行の取り組みも重要で

あり、並行して行っていく。毎年行う支援計画説明会での面談をはじめ、様々な聞き取

りの機会や日常の利用者の様子等、利用者の生活全体から、地域移行への希望や期待な

どを読みとり、必要に応じて地域資源についてのパンフレットや映像なども用いてわか

りやすい情報提供を行う。個々の要望に応じたグループホームへの見学・体験利用な

ど、地域生活の体験も進めていく。 
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【5】権利擁護と意思決定支援 

 権利擁護というワードは 1980 年の国際障害者年で謳われていたものと今とでは裾野の

広がり方が格段に大きくなっている。人という存在における権利の在りようを追求しつ

づけた結果であるが、障害者分野における権利擁護の深度を深め精査を続けていく。 

 

１．権利擁護 

利用者の権利擁護は、学園のあたりまえの暮らしの中で支援してきた経緯があり、これ

までも信頼と評価をいただいている。虐待防止・身体拘束適正化・意思決定支援に関す

る取り組みも計画的に行っており、各種記録への記載事項としても定着している。今後

も各種の権利擁護研修への職員派遣・強度行動障害研修（基礎・実践）への参加等によ

り職員の知識と技術の習得をすすめる。また、園内研修としての、虐待防止・身体拘束

防止・意思決定支援に係る研修も増やし、職員間でのコミュニケーションの確保・イン

シデントレポートの検証、行事などにおける利用者の意思決定支援への取り組みなどの

強化を続けていく。これらは権利擁護委員会・主任会が現場で果たす役割が大きく、管

理者・経営層との意思疎通が欠かせない。日常的なコミュニケーションが円滑に行われ

るようにし、学園全体で利用者の権利を守っていく。 

 

２．意思決定支援 

これまでも利用者ひとりひとりの声を聞き、個々の嗜好等を日々の関わりの中で察し、

利用者が喜ぶ支援をあたりまえに提供してきた。また、利用者の休日余暇活動・行事参

加等について、専用用紙やアンケートなどでの聞き取りをもとに計画を立て、希望に沿

った支援を提供している。今後も利用者の選択の機会を増やしていけるように、学園内

外の研修等を重ね、意思決定支援に関する職員の理解や支援技術の向上を図っていく。

そして、サービス等利用計画・個別支援計画(意思決定支援計画)に基づき、職員が全て

の場面で意思決定支援に配慮しながら利用者の生活を支えていく。 

 

【6】幸せな老いを迎えるために 

  

利用者の平均年齢は「56.85 歳」を迎え、すでに学園葬で看取った利用者は数名を数え

るまでになった。高齢化が進んでいるのは学園だけではなく、日本社会そのものが超高

齢社会となりつつある。そのような社会背景の中で重要視されているのは「健康寿命」

を伸ばすことである。どの年代まで介助や介護を要さずに暮らすことができるかが要と

なっており、この点は利用者においても同じことが言える。幸せな老後を過ごすには、

利用者の「健康」を維持することを目指す。 
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１．利用者の健康管理（検診・入院等） 

（１） 健康診断 

 夷隅医師会検診、乳がん検診、大腸がん検診等必要な検診を実施する。いすみ医療セン

ターにて内科定期順によってフォローも続けていく。 

 

（２） 歯科検診 

 ちはら歯科にて毎月作業班単位での検診を実施する。利用者１名につき年２回の検診を

続けていく。検診によって治療が必要な場合にはその都度通院して治療を進めていく。 

（３） 入院 

 必要に応じて入院治療を実施する。入院中に対しても適切なフォローを実施する。 

（４） 予防接種 

 インフルエンザ予防接種の実施ならびに新型コロナウィルスにも希望を確認しつつ接種

を進めていく。 

（５） セカンドオピニオン 

 保護者の希望によって医療機関の紹介は実施する。ただし学園としては通院付き添い等

マイサポートとしての支援は実施しないものとする。 

 

２．感染対策 

（１）日常の健康観察 

 健康管理において重要な点は、いかに早期に体調の変化を見つけ出すかにある。朝夕の

検温等のバイタルチェック、食事摂取の状況、排泄確認などを徹底していく。 

（２）手洗い・うがい 

 細菌やウィルスを体内に入れないこと、予防することが重要である。食事前、外出後の

手洗いの徹底ならびに外出後のうがい等の基本を遵守する。 

（３）マスクの使用 

 感染症対応時には利用者についてもマスクの使用を励行する。また職員については必要

に応じてＮ９５マスクの使用を行い、感染症の伝播を抑制する。 

 

３．高齢・虚弱者支援（介護浴含む） 

（１） 適切な運動 

 本来日中活動で十分に体を動かす事が理想だが、難しくなりつつあるのが現状である。

そのため作業班ごとに交流ホーム等を利用して適切な運動の維持を図る。 

（２） 専門的支援 

 毎月１度磯野 PT が来園し、利用者の運動機能の評価を実施している。今年度も積極的

に活用し、専門的知見に基づく支援を実践していく。 

 



15 

 

（３）口腔ケア 

 令和７年度には東京都より派遣された言語聴覚士（ST）より学んだ基礎を反映させてい

く。 

（４）介護浴 

 必要な利用者は年々増加する一方である。系統的かつ計画的な介護浴の利用を進めてい

く。 

４．食事形態 

（１） 食事形態 

 普通食、刻み食（数段階）、とろみ食など数段階での食事形態を取り入れている。利用

者の咀嚼状態、嚥下機能ごとに健康管理委員会で評価し、障害特性また高齢、虚弱者で

あっても美味しく食べることができるように進めていく。 

（２） 食事量 

 利用者個々の内疾患や年齢などを考慮し、嘱託医の伴医師からアドバイスをいただいて

いる。また毎月の健康管理委員会で状態を把握し、必要な食事量の調整も実施してい

く。 

（３）食事支援 

 誤嚥予防はもとよりとして、美味しくかつコミュニケーションを図ることができる場と

して捉え、ST から学んだ知識と技能を活かしていく。 

 

５．睡眠支援 

（１） 日常の観察 

 利用者ごとに毎日の睡眠時間やその睡眠の状態（ぐっすり眠れている、トイレに頻繁に

起きていたなど）を把握している。睡眠をしっかりとれていることは健康維持の重要な

ファクターであるため、欠かさず引き継いでいく。 

（２） 野村診察 

 睡眠状況は毎月の野村診察で報告する。野村医師からの運動指示や必要に応じて与薬追

加などの指示に基づいて支援していく。 

 

６．ライフプラン 

 利用者、保護者の老年期を支える支援としてライフプランはある。より具体的に実行力

のあるものとするため、保護者、家族との話し合いを重ねていく。 
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【7】 その他 

１，会議 

「課題に対して何をするかを決定する事」であり、そして決定したことは実践し、実践

した事に対して責任を持つ事（検証）である。            

（１）運営会議〔必要に応じて開催〕 

幹部職員で構成し、円滑な事業運営を図る事を目的に重要事項等を協議する。 

大規模修繕委員会、金銭管理委員会、考課者調整会議なども含む。  

（２）職員会議〔毎月１回〕 

全職員が参加し、学園全体に関わる諸問題を報告・検討して周知徹底を図る。 

（３）支援会議〔毎月１回〕主任会主催。 

支援員で構成（原則）して処遇上必要な事項を検討し、決裁を得て決定する。但し、学

園全体に関わる事項の検討・報告は、全職員が参加する職員会議の議題とする。 

（４）主任会〔毎月１回〕 

主任、各班の責任者で構成し、課題を分析・提案し、班の連携等を調整する。更に毎月

の支援会議の議題を精査し決定する。議題に関しては各委員会、各作業班から吸い上げ

た内容を第一議案とする。 

（５）サービス点検委員会 

学園サービスの全般、指定された課題等について検討し、職員会議で提案する。今年度

より強度行動障害者を受け入れるにあたり、担当者との連携調整を行う。 

（６）作業班・委員会会議〔隔月〕 

それぞれの作業班及び委員会にて活動内容及び対象利用者への支援状況の共有や検討を

行う。作業班ごとに虐待防止、身体拘束適正化、意思決定支援、にやりホットなども事

例として上げ話し合う機会とする。 

（７）グループホームケア会議〔毎月１回〕 

サービス管理責任者とグループホーム関係職員で構成し、利用者への支援状況や課題に

ついての共有と検討を行う。また、バックアップ施設との連携についての調整も行う。  

（８）クラブ担当者会議〔必要に応じて〕 

全クラブの代表者が参加し、活動内容や進捗状況を共有し必要に応じてメンバーの変更

や調整等を検討する。 

（９）ケース会議〔年２回〕 

 半期に１度主任会の司会に基づいて開催する。利用者のモニタリングを中心として、作

業班移動、クラブ移動などを含む、利用者の生活全般への意見交換の場とする。 

（10）暮らしの場支援会議〔千葉県事業〕 

 強度行動障害のある方への応援システムであり、強度行動障害のある方への適切な暮ら

しの場へのつなぎを目的とした千葉県の事業であり、短期入所の形で対応していく。 
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２， 専門委員会 

（１）権利擁護委員会 

利用者の権利擁護並びに職員の人権意識の育成を担当する。また福祉サービス第三者評

価の利用者調査並びにセルフチェックシート（年２回実施）の配布と集計も担当する。

広く情報収集を行い、虐待防止、身体拘束適正化等の情報提供を行う。 

（２）生活余暇委員会 

利用者の生活全般を点検し、より豊かな生活・余暇が過ごせるように主導する。特に高

齢域になってきている利用者の外出支援に関して具体的な提案と計画を立案する。な

お、ボランティア受け入れ・育成も担当する。 

 

（３）地域生活委員会 

さくら・たんぽぽのグループホーム利用者の生活を支援しながら、時には移動支援の活

用を通して生活の質の向上をバックアップする。また近隣地域との関係性を大切にし、

地域清掃などの社会参加を通して地域との交流を図っていく 

（４）就労委員会 

利用者の就労意欲の育成・維持とＧＨ利用者の職場定着支援を行う。また新たな職場開

拓や地域支援委員会と連携して利用者の地域移行にも注力する。 

（５）健康管理委員会（精神科などの診察担当も含む） 

利用者の健康・栄養面の検討を目的として毎月開催する。委員会は給食委託業者、看護

師、栄養士、支援員等で構成され、健康、食事に伴った支援方針など幅広く精査する場

として機能する。また嘱託医、産業医と相談する場でもある。 

（６）商品研究委員会 

各種の「販売会」への参加調整と各生産品についての提言などを行う。また市場マーケ

ティングや園内商品の評価も定期的に実施する。 

（７）オンブズマン会議「よろず相談会」 

第三者委員（堀田氏・實方氏）による利用者の相談会で隔月開催。 

（８）衛生委員会 

 毎月 1 度産業医、衛生管理者を交えて職場の衛生管理状況並びに職員の健康状況につい

ての会議を行う。ストレスチェックも担当する。 

 

以下、「運営委員会」とする。 

（９）虐待防止委員会 

 利用者の虐待防止を目的とし第 3 者の視点を取り込みつつ、学園の現状についての評価

と提言を行う。年 2 回開催する。 

（10）身体拘束適正化委員会 

 身体拘束適正化のための評価と日常の在り方の確認を行う。 
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（11）意思決定支援委員会 

 日常支援における利用者の意思決定を支援すると共に、暮らしの場所などの選好など、

より地域移行等にも踏み込んだ内容を担当する。 

（12）金銭管理委員会 

 利用者の預かり金の使途状況並びに通帳の貯蓄状況の評価と必要に応じて保護者等への

確認と提言を行う。年 2 回開催する。 

（13）感染予防対策委員会 

 BCP 等における感染症予防の研修及び実践の提供を主な目的とする。医師・看護師・栄

養士を含む。 

（14）防災対策委員会 

 BCP における具体的な点検訓練などを実践する。 

（15）入退所判定委員会 

 入所利用者の退所判定に係る意思決定並びに、新たな入所予定者の選考等に係る事務一

般を協議、決定する。 

（16）第三者評価委員会 

 第三者評価に係る各種会議、ならびに経営層聞き取り等の対応に当たる。 

（17）地域連携推進会議 

利用者と地域との関係構築、地域住民の理解促進、運営の透明性確保とサービス向上、

そして利用者の権利擁護を主な目的として適宜開催する。 
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令和 8 年度    主要行事計画表  

          主な行事・事業の内容 主な行事・事業の内容 

月  日 令和 8年度計画   日 令和 7 年度実績 月  日 令和 8年度計画  日 令和 7 年度実績 

 

4 

 

 

12（日） 

 

 

面会日 

 

 

 

13（日） 

 

面会日 

 

10 

 

31（土） 

 

槇の里祭 

 

 

25（土） 

 

 

槇の里祭 

 

 

５ 

1（金） 

 

3（日） 

一時帰宅（新宿） 

  ⇓ 

帰園日（新宿） 

 

2(金) 

      

4(日) 

 

一時帰宅（新宿） 

  ↓ 

帰園日（新宿） 

 

11 

14（土） 

 

16（月） 

一時帰宅（新宿） 

  ⇓ 

帰園日（新宿） 

15（土） 

 

17（月） 

 

一時帰宅（新宿） 

  ⇓ 

帰園日（新宿） 

 

 

 

6 

 

7（日） 

 

19（金） 

 

面会日 

 

ボーナス外出 

 

 

8（日） 

 

11(水) 

 

 

面会日 

 

ボーナス外出 

 

 

12 

4 (金) 

6（日） 

18（金） 

25（金） 

26（土） 

ボ－ナス外出 

面会日 

クリスマス忘年会 

餅つき大会 

ケース会議 

5（金） 

7 (日) 

19（金） 

26（金） 

27(土) 

ボ－ナス外出 

面会日 

クリスマス忘年会 

餅つき大会 

ケース会議 

 

 

7 

 

 

23（木） 

 

 

夏祭り 

 

 

24(木) 

 

 

夏祭り 

 

 

1 

 

 

2（土） 

 

4（月） 

5（火） 

一時帰宅(新宿)  

  ⇓ 

帰園日（新宿） 

新年会 

2（金） 

 

4（日） 

5（月） 

 

一時帰宅(新宿) 

 ↓ 

帰園日（新宿） 

新年会 

 

8 

1（土） 

 

3（月） 

15 (土) 

一時帰宅（新宿） 

 ⇓ ケース会議 

帰園日（新宿） 

花火大会 

10（日） 

 

12(火) 

15(金) 

 

一時帰宅（新宿） 

ケース会議 

帰園日 

花火大会 

 

 

2 

 

 

18（木） 

 

 

歌の祭典 

 

 

18（水） 

 

 

 

 

歌の祭典 

 

 

 

9 

 

6（日） 

 

面会日 

 

 

7（日） 

 

 

 

 

面会日 

 

 

 

 

3 

 

7（日） 

27(土) 

 

面会日 

夜桜会 

 

8（日） 

28(土) 

 

 

面会日 

夜桜会 

 

 血圧・体重測定・精神科診察・内科診察。  隔月 よろず相談会。  その他  作業班別旅行（5 月～） 
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令和８年度 理事会及び評議員会スケジュール 

 

※上記スケジュールの他、重要事項及び定款に定められた決議事項が生じた場合、理事会

評議員会を適宜開催する。 

 

開催月 会議名 主な議案内容 参加対象者 

５月 

６月 

理事会 

評議員会 

・令和 7 年度事業報告 

・令和 7 年度決算報告 

・諸般の報告 

評議員 

監事 

理事 

１１月 

１２月 

理事会 

評議員会 

・令和 8 年度収支補正予算 

・諸般の報告 

 

評議員 

監事 

理事 

３月 
理事会 

評議員会 

・令和 8 年度収支補正予算 

・令和 9 年度事業計画 

・令和 9 年度収支予算 

・諸般の報告 

評議員 

監事 

理事 


